
 

 

祖父母参観・地域公開 

西春近北小学校へようこそ 
 ９月１３日（金）の２時間目、３時間目は祖父母参観日と合わせ地域へ向けて授業公開を行い

ました。おじいちゃん、おばあちゃん、地域の皆さん、お父さん、お母さんまで多くの皆さんに

ご来校いただき、子ども達の姿を見ていただきました。各学級の授業はいかがだったでしょうか。 

１年生は、１時間目から玄関前でサツマイモの販売を行

いました。大勢のお客さんが朝早くから列を作って大盛

況。試食も含めてサツマイモは見事に完売。子ども達は

「楽しかった！」「全部売れて良かった！」と大喜びでし

た。高学年はＡＬＴが入った英語の授業がありました。担

任の他、ネイティブの先生と外国語ボランティアの先生の

３人体制で授業をしています。音楽の授業では、音楽会の

練習が始まっています。図書館での授業は、読書で出会っ

た本から問題を作り「図書館クイズ」を行いました。休み時間を使って校長講話も行いました。

大勢の皆さんに聞いていただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖父母参観 校長講話 

 今年の重点目標「やってみよう」 
 さて、本校の今年の重点目標は「やってみよう」に

しました。大きく３本の柱に分けて考えています。子

ども達には、「やってみよう」と挑戦することを目標に

しています。先生たちには子ども達の「やってみよ

う」を仕組むこと、共に挑戦すること、支援すること

の３つをお願いしています。保護者の皆さんには、子

ども達の挑戦しようとする気持ちを応援してほしいと

いうこと。これを今年の重点目標として掲げました。 

 考えてみれば、学校は挑戦の場です。出来なかったことが出来るようになる場です。入学して

読み書き出来るようになり数が分かるようになっていく。毎日毎日、新しいことに挑戦していく、

その繰り返しです。私たち大人も、子どもの頃は、そこから始まりました。時は流れて、私など、

すっかり白髪になり、近所の小学生から「おじいちゃん」と呼ばれることが普通になりました。 

そんな私が、すごいなぁと思う人の一人がプロスキーヤーで登山家の三浦雄一郎さんです。８
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０歳で３度目のエベレスト登頂を果たし２０２０年、頚髄硬膜外血腫で首から下が、動かせなく

なり、要介護４のハンディキャプを負いながらも、リハビリとトレーニングを重ね、２０２３年

８月３１日、４０人の仲間の助けを借りながら車いすで富士山の頂に立ったそうです。 

もうお一人、すごいなぁと思える人は賀曽利隆さん。２１歳でバイクでのアフリカ大陸一周を

皮切りに世界中を旅して、今年７７歳。６０代で国内３００日３０００温泉ツーリングを実施し

成功。ギネスの認定を受け、７０歳で新しいバイクを買い５年間で２００，０００キロを走り抜

いた方です。動画をご覧ください。 

 こういう方々を見ると挑戦することは、若いということなのかなと感じます。子ども達も私た

ちも何かに挑戦するとできることが増え楽しいことが増えます。ただ、私たちが子ども達と違う

のは何かに挑戦して「できなくても、それなりに楽しめる」という事。経験の差なのかもしれま

せん。 

 ところで、ちょっと話題が変わりますが、子ども達が将来働く企業での仕事について考えてみ

たいと思います。企業ではある事業（プロジェクト）を立ち上げるときに、まず利益（プロフィ

ット）とその見込み（プロスペクト）を考えます。その見通しが立ったら、計画（プログラム）

作りに入ります。この事業が全体として会社の前進（プログレス）に寄与したことが明らかにな

れば、担当者は昇進（プロモーション）が回っているという仕組みになっています。すべてがプ

ロの羅列です。プロとは、ラテン語の接頭辞で、「前」とか「先」、あるいは「あらかじめ」を意

味するそうです。私たちは未来の決済を前提にその準備として、今なすべきことを考えていきま

す。それは今や、会社だけでなく、学校も同じ傾向を持っています。親も、子どもが大人になる

ために、子どものために働き、家族のために働き、安定した生活のために働いていきます。子ど

もたちは目標のために、例えば合格のため、夢のため、将来のため、成功のため、勉強のため、

成績を上げるため、そういった将来のために学習していきます。特に学年が上がるほどその傾向

は増えていきます。そうすると次第に、将来のための今を生きることに苦しさを覚えてくる子ど

もも増えていきます。 

多くの祖父母の皆さんには先輩として、人生の経験者として頑張るお父さんお母さんを支えて

いただき、子ども達を支えていただきたいと思います。私たちはもう、出来ないことを焦らない、

出来なくても楽しむ術を知っています。先々のために今を生きる若い世代に「将来と地続きな今」

を味わい愉しむ視点を示唆してあげられるのではないでしょうか。そして５０年後の子ども達の

心に、幾つになっても楽しく学び挑戦し続けている姿を残してあげて頂きたいと思います。それ

はお金では買えない貴重な示唆だと思います。実は、前野隆司さんという大学教授がいまして、

その方がウェルビーイングの研究をしています。わかった事は幸せには４つの因子が関係してい

るということ。第１因子は「やってみよう」因子で自己実現と成長の因子とも考えられます。や

りがいや夢、目標、成長、主体性に関わる因子です。学校はまさにここです。第２因子は「あり

がとう」因子、つながりの感謝の因子と考えられます。感謝や利他、親切、つながり、多様性と

関係します。第３因子は「何とかなる」因子、前向きと楽観の因子と言われます。ポジティブ、

楽観、チャレンジ精神などと関係があります。第４因子は「ありのままに」因子、独立自分らし

さの因子と考えられます。人目を気にしないこと、個性、自分軸などと関連します。 

 この４つが、それぞれある一定のレベルで満たされている時、人間は幸福感を感じ、高いレベ

ルのパフォーマンスを示しています。大人が子ども達に挑戦するありのままの姿を見せること、

前向きに自分らしく生きること。支えてくれる人に感謝すること、子ども達の挑戦の姿を支え、

励ますこと。この中に幸せの４つの因子が全て入っていますね。子ども達は繰り返し自分の中に

それを刷り込んでいく。幸せになっていく近道だと思います。西春近北小学校の重点目標「やっ

てみよう」は幸せのメカニズムの第一因子です。今日は学校で頑張っている姿をご覧ください。

ご来校・そしてご清聴ありがとうございました。 



防災避難訓練 ９月２日 

 防災の日に合わせて避難訓練が行われました。

地震を想定した訓練でした。「地震が収まったら

すぐに逃げる」という避難の仕方から、「余震を

想定し、すぐに逃げずに様子をみる」という方法

をとりました。地震の時・火事の時で対応が変わ

ります。「なぜそうするのか」を知ることで、避

難の仕方の違いに対応できる子ども達にしていかなければならないと思っています。 

 

防災リュック用意してる？ 
 みなさんは、防災リュックを用意しているでしょ

うか。近年頻発する災害にあって、自宅でも準備さ

れているご家庭も多いのではないでしょうか。学校

では、健康委員会の児童集会

で防災リュックの中身につ

いて発表をしてくれまし

た。中身を確認し、実際に

児童代表に背負ってもらう

などの体験活動もいれて、準

備することの大切さについて伝えてくれました。 

 

ミヤマシジミとともに 
 ３年やまなし組の総合的な学習の時間の活動は、

ミヤマシジミの保存活動です。休み時間も網を持っ

て散策に出かける姿をよく見かけます。ミヤマシジ

ミ以外のチョウにも詳しくなり、見つけるとすぐに

ミヤマシジミ保存会からいただいた図鑑で調べてい

ます。他の生き物にも詳しくなりました。自然の中

でのびのびと生き物たちと触れ合っています。 

 ９月１８日には、体育館の南の水路沿いに、コマ

ツナギの苗を植えます。岡ちゃん先生こと岡村さん

と共にミヤマシジミの里を作ろうと活動しています。 

 

お花クラブの作品展示 
 木曜日の活動後に、生けたお花を大廊下に展示しています。子ども達の作品に心癒されていま

す。お花は、金曜日の放課後に持ち帰り、それぞれの家で生け直して家庭でも楽しんでいます。 



伊那西高校ソフトボール部の皆さん

とクラブ活動楽しんでいます 
 クラブ活動では、地域の皆さんが講師に来てくださり、

活動や交流が深まっています。ボール運動クラブでは、伊

那西高校のソフトボール部と臼井先生が教えに来てくれて

います。今回は、試合形式で活動しました。投げ方や打ち

方、ルールなどをわかりやすく教えてくれて、初めてやっ

た児童もとても上手になっています。初めての活動でもやってみて楽しいと感じてくれることが

何よりうれしいです。８回のクラブ活動も残り半分です。しっかりと楽しみたいです。 

 

「西北の心」～みんなが楽しく生活するために必要なことは～ 
 夏休み明け、全校集会を開き、「生活」「給食」「清

掃」について、「みんなが楽しく生活するために必要な

こと」について確認しました。「自分で考えて動くこ

と」「自分でできることを増やすこと」「人の気持ちにな

って考えること」この「西北の心」を元に、最低限のル

ールの確認を行いました。子ども達も先生も全校で考え

合うことで、より良い学校にしていきたいと思います。 

 一番は、「子ども達を信じて任せてみる」こと。安全

を確保しながら見守り、子どもの「やってみよう」を支

えて育てていきたいと思います。 

 

 

 

 １日（火）歯科保健指導（高） 

 ３日（木）歯科保健指導（低）・クラブ 

 ４日（金）ごんげんまなびや応援隊 

      音楽会特別時間割開始 

 ５日（土）小出諏訪神社お祭り 

 ８日（火）会議のため学校はお休み 

１０日（木）はらぺこ本゜本゜読み聞かせ 

１４日（月）祝 スポーツの日・６年親子レクレーション 

１８日（金）校内音楽会 

２１日（月）マラソン旬間～３１日 

２２日（火）視力検査（高） 

２３日（水）視力検査（低）・６年中部連合音楽会 

２４日（木）クラブ 

２６日（土）ＰＴＡイベント 

２８日（月）来入児健診（３時間日課） 

３０日（水）会議のため４時間日課 


